
大阪の銀行遺構と足跡を辿り大阪を懐古する 
 

柳原 信雄 
 

【目的】 
 明治時代以降、大阪では多くの銀行が設立されたが、大半の銀行が破綻あるいは合併 
 などにより名前が消えている。当時の銀行は大阪の著名な実業家や地域の素封家など 
 が数多く関わっており、又場所も一等地の場所が多く、現在も何らかの形で銀行遺構 
 が残っているものと思われる。数多くの銀行遺構と足跡を辿ることで、銀行が果たし 
 た大阪文化、商業面での貢献度が見えてくる。 銀行の歴史と遺構への関心度を高め、 
 大阪観光面での新たな発見をすることが、今回の研究目的である。 
【内容】 
  1 大阪府各地域の銀行変遷を調査 
   大阪府各地域(泉南、中河内、南河内、豊能)の、名前の消えた銀行の変遷及び痕跡、
銀行跡地の現状、現存している旧銀行建物を調査実施した。変遷状況の調査で、 
昭和時代の国策による銀行集約の過程が見えてくる。 

  2 第十七国立銀行、第十八国立銀行の大阪との関わりを調査 
   十七国立銀行(佐野屋橋との関わり)、 十八国立銀行(五代友厚との関わり)を調査。 
  3 日本興業銀行大阪支店ビル、三菱信託銀行大阪支店について調査 
  日本興業銀行旧建物遺構、竹中工務店御堂ビルと三菱信託銀行の関係を調査。 
  4 銀行が関わった野外彫刻について調査 
   御堂筋、千里ニュータウン地区の公園、中之島公園の野外彫刻と銀行関わりを調査。 
【結果】 
  1 銀行関連の野外彫刻めぐり推奨(千里ニュータウン野外彫刻マップ作成) 
   案内板などはないが、迷いながら見つける楽しみがある。  
 2 銀行痕跡は、意外な場所で当時の世情を反映している。 
  神社への奉納物、公園及び御堂筋の野外彫刻に残る銀行の名前から、当時の時代背

景が見えてくる。 
  今後は大阪の道沿い(御堂筋、堺筋、本町通、今橋通などの道)での銀行変遷を中心
に、研究を続けていきたい。 

 (参考文献など)  
  岸和田市史 池田市史 松原市史 藤井寺市史 富田林市史 阪南町史     
 日本興業銀行史 十七銀行史 十八銀行史 住友銀行史 三和銀行史 大和銀行史  
三菱信託銀行史 竹中工務店社史 大阪春秋 32号 錢高組社史 大阪の橋(松村博) 

 千里南公園の文化紹介(千里南公園文化実行委員会)  銀行変遷データベース 
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 昭和15年合併時に奉納 

合併して阪南銀行となる 

国策合併 

     鳥取銀行 
泉南郡西鳥取村(現 阪南市)  
1900年(明治33年)設立 
頭取  森井茂吉 
取締役 古家主治郎  

鳥取銀行建物跡地 

2016年(平成28年) 
6月頃建物取り壊し 

泉南地区にあった鳥取銀行と尾崎銀行 

尾崎銀行 
泉南郡尾崎村(現 阪南市) 
1897年(明治30)年設立 
頭取 成子善太郎 
取締役 森井茂吉 
取締役 古家主治郎 住友銀行 

上郷銀行 

泉南銀行 

阪南銀行 

和泉銀行 

両銀行は隣村同志の銀行で役員も重複していた 

尾崎銀行頭取 成子善太郎 (酒造業) 

成子家住宅 (浪花酒造)   
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池田実業銀行 
     1912 

山口銀行 

加島銀行 
 池田支店 

池田銀行 
  1951 

三和銀行 
現三菱東京UFJ 

住友銀行 
現三井住友 

池田泉州銀行 
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豊能地区(現池田市の)銀行変遷 

現 河村商店 

現ぴあまるセンター 

現 落語みゅーじあむ 

国策合併 
本店 

池田市史写真より 

地元酒造業界が
中心となって設立 

最後の頭取 清瀧幸次郎 
小林一三の助言により 

池田銀行を設立 初代頭取となる 

池田信用組合の店舗を継承
本店も同一の場所とした 

理事長 清瀧幸次郎 
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能勢銀行 1897 
1931 

岸和田市の銀行レトロ建物 

 岸和田貯蓄銀行跡 
 現 岸和田中央会館 

和泉銀行跡 
現C.T.L BANK 

寺田銀行跡 
現 岸和田自然資料館 

 四十三銀行跡 
現 成協信用組合 

交野無尽金融株式会社跡 
  現 近畿大阪銀行 

五十一銀行跡 
説明パネルのみ 

登
録
有
形
文
化
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西本願寺尾崎別院 

錢高組業祖 錢高林右衛門が 
棟梁として建築 1705年(宝永2年) 

1705年 業祖 錢高林右衛門 
                  尾崎村で創業 
1887年  錢高善造が大阪にて 
                     錢高組を創立 

現尾崎住民センター 

尾崎村役場建築 
  昭和初期 

尾崎神社に 
玉垣を寄進 

社
祖
錢
高
善
造 

錢高組ルーツの地 

 尾崎村と錢高善造 

尾崎神社 

(宝永2年) 

(明治20年) 

中河内 南河内 銀行変遷 

更池銀行 
  1896 

国分銀行 
 1900 

富田林銀行 
 1896 

八尾銀行 
 1896 

長野銀行 
 1899 

廃業 
1932 

野村銀行 
(大和) 

現りそな銀行 

三和銀行 
現三菱東京  
 UF J銀行 

廃業 
1936 

1934 

1942 1932 

国策合併 

河内銀行 
戦後設立の銀行 
  1952 (布施市) 
 現 東大阪市 

住友銀行 
現三井住友 
  銀行 

1965 

河内銀行より継承の現存支店 
深江橋 千林 寺田町 

駒川町 赤川町 枚方 
富田林 守口 小阪 
若江岩田 徳庵 八尾 
河内長野 寝屋川 

更池銀行より継承の現存支店 
富田林 松原 河内長野 
藤井寺 堺東 

富田林銀行より継承の現存支店 
富田林 柏原 羽曳野(前古市) 
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更池銀行 
中河内郡布忍村(現松原市) 
頭取 中野新十郎 
1896年(明治29年)設立 
1942年(昭和17年) 
三和銀行と合併 
伴林氏神社に解散記念
として社号標を奉納 

靖国神社寄贈手水舎  

更池銀行と伴林氏神社 

西の靖国神社の痕跡 

社
号
標
の
裏
面 

    祭神 道臣命 
軍事を司った大伴氏の祖神 

昭和初期 道臣命を祀る 
唯一の神社として陸軍が 
折紙をつけ 戦時中は西の 
靖国神社と称されていた 

伴林氏神社 

初代頭取 佐野弥平 
筑前甘木(現朝倉市)の豪商  

木蠟問屋 
福岡藩の御用商人 

第十七国立銀行(福岡銀行の前身)と 佐野屋橋 

   宮本又次氏  
鰻谷の佐野屋橋付近には 
蝋屋が多く 佐野屋橋は  
筑前甘木の佐野弥平が 
架けたものである 
   (大阪春秋33号) 

銀行出資者 
名簿の一部 
十七銀行史より 

1877年(明治10年)設立 
   同年中之島に大阪支店を設置 
 
1880年(明治13年) 大阪に本店を移転 
1945年(昭和20年)  福岡銀行設立 

旧福岡藩黒田家  
筑前商人が中心となり設立  
初代頭取 佐野弥平 

3年後本店を福岡に復帰 

嘉穂銀行 筑邦銀行  
福岡貯蓄銀行と合併 

佐野屋橋 顕彰碑 

福岡藩蔵屋敷跡 

日本興業銀行大阪支店 

1914年(大正3年)  大阪支店開設 (中之島) 
1920年(大正9年)  高麗橋に新築移転 
1956年(昭和31年) 店舗建替の為今橋に移転 
        旧三和銀行本店ビルを 
        仮店舗として賃借 
1961年(昭和36年)  大阪興銀ビル竣工 

ロビーにある 
旧建物の柱頭 

旧日本興業銀行大阪支店1920年(大正9年)竣工 

興銀ビル 

旧三和銀行本店 
旧鴻池銀行本店 

両
ビ
ル
の
設
計
者
は
長
野
宇
平
治 

近代大阪の建築 写真より 
三和銀行史写真より 

旧国分銀行 
建物に 
移転 

旧国分銀行建物  
 （現 中内眼科医院） 

更池銀行 
富田林支店 
開設 1934年 

合併により 
三和銀行 
富田林支店 
 1942年 

旧国分銀行(富田林寺内町に残るレトロ建物) 

  国分銀行  
南河内郡国分村(現 柏原市) 
1900年（明治33年)設立  
1936年(昭和11年)廃業  
柘植三悦が個人創業 
三悦の祖父は立教館を 
創立した国学者 柘植葛城 
 (頼山陽門下の四天王) 

1923年(大正12年)頃竣工 
1936年(昭和11年)   国分銀行廃業 
その後三和銀行富田林支店を 
経て現在は中内眼科医院 
  (登録有形文化財) 

富
田
林
駅
前
に
移
転 

  昭和52年頃の 
三和銀行富田林支店  

十八銀行大阪支店(本店長崎市) 

1877年 長崎の豪商永見伝三郎らが 
                       第十八国立銀行設立 
1894年 永見米吉郎(伝三郎の弟) 創業の 
      永見商店の場所に 大阪支店             
      を設置 (現在は西心斎橋に移転)             

米吉郎  
 建立  

大阪パノラマ地図 

市設南霊園 五代友厚墓所 

(明治10年) 

(明治27年) 

永見米吉郎は五代友厚 
の盟友であり大阪株式 
取引所設立時には肝煎 
として名を連ねている 

米吉郎と伝三郎は 
五代の墓所に石塔 
を建立 

五代友厚と永見米吉郎 

竹中工務店 御堂ビルと三菱信託銀行 

三菱信託銀行 
(現 三菱UFJ信託銀行) 
1965年(昭和40年)より 
2007年(平成19年)まで 
御堂ビルに入居していた 
 UFJ信託銀行と合併により 
 現在は伏見町に移転 

 のぼり太鼓  歌枕 

一階ロビーにある 流政之作 彫刻 

竹中工務店寄贈 
  御堂筋彫刻 

ザ
ツ
キ
ン 
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ー
デ
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オ
ン
弾
き 

竹中工務店 御堂ビル 
竣工1965年(昭和40年) 
設計 竹中工務店(岩本博行) 
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銀行寄贈の御堂筋彫刻 御堂筋西側 
ダ
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御堂筋沿道企業等 
の寄贈により 
世界的に一級品 
の彫刻を29点設置 
(内9点が銀行寄贈) 
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④大和銀行寄贈 
  現りそな銀行  

①東京銀行寄贈 
  現三菱東京UFJ銀行 

②富士銀行寄贈 
  現みずほ銀行 

③日本興業銀行寄贈 
    現みずほ銀行     

北浜 

高麗橋 

長堀通 

① 

② 
③ 

④ 

御
堂
筋 

千里ニュータウンの銀行寄贈  
   セメント彫刻 

三
和
銀
行
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贈 
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士
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行
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贈 

大
和
銀
行
寄
贈 

三
井
銀
行
寄
贈 

翠 安田周三郎 

腕をくむ 佐藤稚彦 

番人 五十嵐芳三 

千
里
北
町
ロ
ー
タ
リ
ー 

千
里
北
公
園 

千
里
南
公
園 

千
里
緑
地 

コステューム 新谷秀雄 

彫刻展に出展のセメント彫刻を 
終了後 各地区の公園などに設置  
銀行等多くの企業がスポンサーと 
 なった。 旧小野田セメントが協賛          

住
友
銀
行
寄
贈 

千
里
中
央
公
園 

おばQ  辻晋堂 

  千里野外彫刻展 
1967年(昭和42年)千里南公園 

  緑の賛歌  
浅井鉞二郎氏寄贈 

中
之
島
公
園 

堀田庄三と中之島公園野外彫刻 
堀田庄三 
1899(明治32年) 
～1990年(平成2年) 
住友銀行の頭取を 
1952年(昭和27年) 
から19年勤め法皇 
と称されていた 

台座の題字を 
堀田庄三が揮毫 

住友銀行中興の祖 

緑  の   賛   歌 母と子 

本郷新 作 
1973年(昭和48年) 

 太陽の母子像 
 本郷新 作 
1976年(昭和51年) 

大
同
生
命
ビ
ル
前 

銀行寄贈の御堂筋彫刻 御堂筋東側 
み
ど
り
の
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み
ち
の
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ジ
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腕
を
上
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大
き
な
女 

清
水
多
嘉
示 

高
村
光
太
郎 

朝
倉
響
子 

若
い
女 

①第一勧業銀行寄贈 
   現みずほ銀行         

④日本長期信用銀行 
 寄贈 現新生銀行                    

③さくら銀行寄贈 
  現三井住友銀行  

⑤住友銀行寄贈 
 現三井住友銀行  

②三和銀行寄贈 
 現三菱東京UFJ銀行  

桜
井
祐
一 

ブ
ー
ル
デ
ル 

① 

② 伏見町 

土佐堀通 

③ 
道修町 

瓦町 ④ 
⑤ 
備後町 

御
堂
筋 

御
堂
筋 

千里ニュータウン完成記念の銀行寄贈彫刻 
 1970年(昭和45年)ニュータウン完成記念

として各地区にモニュメント5点を設置  
            (1点は撤去 1点は北千里駅前広場に設置 )        

日と風と雨に  
関西電力寄贈 

あほんだら獅子 
  大和銀行寄贈 

風の道 
千里開発センター 
  設置 

 
 

千
里
中
央
公
園 

流政之 

千
里
南
公
園 

辻晋堂 新宮晋 

千
里
北
公
園 

3点を公園に設置 

終わりに 

●野外彫刻千里ニュータウンコースマップ作成 
 
  NO1 NO2 作成(別紙添付)    万博記念公園も近隣にあり 

太陽の塔公開との相乗効果を期待 

●提言 御堂筋彫刻に説明パネル設置 
(現状) 
銘板 
作品名 作家名 
制作日のみ 

  説明パネル設置 
作品名 作家名 
作品の説明 作家の説明 
寄贈者名 設置日 制作日 

作家については 
大阪にある他の 
作品も説明 
多くの場所への 
来訪が期待できる 

日
高
正
法 

難波高島屋前 

御
堂
筋
彫
刻
銘
板 

平
和
の
塔 

女
神
像 
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